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ⅩⅥ　がんに対する遺伝子治療の現況と展望
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adhesion molecule 1（ICAMﾝ1），lymphocyte function-




ﾝ1）と CEA を発現する PANVAC-VF レジメで，膵
臓がんに対する第Ⅲ相臨床試験を終了している11)．
２. サイトカイン遺伝子治療
















　TNFerade は，放射線感受性 Egrﾝ1 プロモーターで 





















































































PR 症例と２例の SD 症例，計３例では，呼吸機能の
改善，血痰の消失，肺活量の増加と咳症状の軽快など































臨床的には29例中１例で PR，７例で SD であった．




















hTERTﾝp AdﾝE1A IRES AdﾝE1B









ト正常型 p53 cDNA，SV40 polyadenylation signal より成る p53遺伝子発現カセットが，アデノウイルス５型由来のベクターの欠損し
たE１部分に組み込んである．このベクターを，E１遺伝子を導入した293細胞に感染させることで，大量の治療用ベクターを産生，精
製することができる．








2003年２月に，Advexin は米国 FDA から頭頸部がん
の希少疾病用医薬品（オーファンドラッグ）認定を受
け，また切除不能な再発頭頸部がんに対する迅速審査




して，開発を担当してきた Introgen Therapeutics 社






















































がんを対象とした臨床プロトコール「A phase I 
injection study of intratumoral injection with 
telomerase-specific replication-competent oncolytic 
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